
大仙市立協和小学校  

                                         学 校 報 

【学校教育目標】 

『自立への芽を はぐくむ ～考えます、助けます、動きます、いっしょにチャレンジきょうわっ子～』 
 

 

 

 

 

令和６年度秋田県学習状況調査の結果より 

秋田県教育委員会では、毎年、小学校第４学年から中学校第２学年までの全ての児童生徒を対象とし

て秋田県学習状況調査を実施しています。きょうわっち No３３でもお伝えしたとおり、今年度は１２月

４日(水)に実施しました。 本調査のねらいは、県として学習指導要領の内容等の定着の程度を把握する

こと、また、各学校において児童生徒の学力や学習状況を把握し、学習指導の工夫改善を図ることなどに

より、児童生徒の学力向上に役立てることとなっています。 

また、 本調査は、「教科に関する調査（いわゆるテスト）」と「学習の意欲等に関する質問紙調査（ア

ンケート）」で構成されています。 教科に関する調査はもちろんのこと、学習の意欲等に関する質問紙

調査では、各学校が自校の児童生徒の学習に対する意識等を的確に捉えることができるようになってい

ます。 

個人の結果については、PTA参観日に配付する予定ですが、学校報では、４・５・６年生の結果につい

て概要をお知らせしたいと思います。今回は４年生について報告します。 

《教科に関する調査について》 

 ４年生は、国語、算数、理科の３教科について調査が行われました。４年生全体では、国語については、

県の平均を大きく上回っています。算数は、ほぼ県平均並み、理科については、県平均を上回る結果とな

りました。 

《学習の意欲等に関する質問調査について》 

全部で２９項目の質問がありました。その中で、協和小の子どもたちに「こうあってほしい」と特に願

う姿についての項目をピックアップし、県平均と比較してみました。 

選んだ項目は「学校が楽しい」「学校の勉強がよくわかる」「将来の夢や目標をもっている」「自分に

はよいところがあると思う」「地域のためになる活動に進んで取り組みたいと思う」の５点です。 

４年生の子どもたちは、「自分にはよいところがある」「将来の夢や目標をもっている」について、県

の平均を大きく上回っていることがわかりました。（結果は裏面に続きます） 

次号では５年生について報告する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５．１．２３ 

＜No．３７＞ 

【文責：校長】 【在籍 133名】①14 ②22 ③21 ④22 ⑤26 ⑥28 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェイクアウト訓練を行いました(1/23) 

 大仙市が毎年行っている「その場で地震から身を守る訓練（シェイク 

アウト訓練）」は今年で１１回目を迎えました。協和小学校でも、授業時 

間に地震が起きた想定で机の下に隠れて身を守る訓練を行いました。 

 今回の訓練そのものは簡単な内容ですが、昨年能登半島で起きた地震で 

は、家屋の倒壊で亡くなった方がたくさんいたことから、「その場ででき 

る身を守る行動をとっさに判断して行う訓練」が大切であると思います。 

来年度は少しその点を加味して訓練を行いたいと考えています。 

 

 

グラウンドでのスキー学習頑張っています！ 
スキー授業のスタートは３年生でした。雪の状態があまりよくないので、転倒してなかなか起き上が

ることのできない様子も見られましたが、みなさん上手に滑っていました。更にみんなが授業で滑るス

キー山の斜面もきれいにならしてくれました。続いて５年生、４年生、６年生、２年生もスキー授業を行

いました。１年生はホールでスキーやスキー靴、ウエアの着脱を練習してからのグラウンドデビューと

なりました。保護者の方のお手伝い、本当にありがたかったです。子どもたちが楽しそうに滑る様子を見

ていると、さすが雪国の子どもたちだなと感心させられました。 

 

１年生と４年生の教室。みんな、姿勢

を低くしてしっかり机の脚をつかん

で身を守る訓練ができました。 


